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Ⅳ章では二つ目のテーマとして、炭素数 6 のヘキサン酸を対象として、その SF－脂
肪酸と PF－脂肪酸の種々液体物性を対応する通常の脂肪酸と比較し、フッ素化の効果
を検討した。その結果、NMRによる自己拡散係数から PF－ヘキサン酸は SF－ヘキサ
ン酸よりも分子量が大きいにもかかわらず、分子間の並進運性が高くなることが明らか
になった。その違いが何に由来するのかを調べるために DSC、IR、ラマン散乱測定を
行い、PF－脂肪酸は通常の脂肪酸や SF－脂肪酸と水素結合の様式が異なっていること
を明らかにした。この結果をさらに考察するために、密度汎関数計算や分子動力学計算
からも脂肪酸の液体構造についてフッ素化の効果を調べた。 
Ⅴ章では本研究の総括を述べる。 
 
